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あらまし：小説執筆では、伝えたい事（テーマ）を想定している読者に伝えるために、骨組みであるプロ

ットを作成することが多いが、小説の要素の発想方法がわからず執筆を断念する場合がある。本研究では、

出来事と状態変化で表現されるプロットの構造を定義する。また、テーマを出来事とその結果で、読者の

好みをストーリーの盛り上がりで表現し、それらから連想的に出来事と状態変化を発想する段階的にプロ

ットを作成するプロセスを提案する。  

キーワード：小説執筆，プロット，読者像，テーマ 

 

 

1. はじめに 

小説は、想定している読者に伝えたい事（テーマ）

を伝えるための媒体として捉えることができる。テ

ーマを想定している読者に伝えられるような架空世

界の物語を小説として創造することは、意思伝達の

トレーニングとなる。テーマを想定読者に伝えるた

めには、テーマに対してそれが伝わるような小説中

の因果関係を設計することが重要である。また、想

定読者に小説を最後まで読み、因果およびテーマを

理解してもらうためには、読者の好みに応じた小説

を作成する必要がある。しかしながら、何をどの様

に発想していけばいいのかがわからず、小説の完成

に至らない執筆者がいる。 

文章作成支援の分野では、係り受けなどの文間関

係に基づいて読者の理解を可視化し、伝えたい内容

に対して誤解のない文章の作成を支援する研究が存

在する(1)。また、小説の執筆支援の研究としては、

登場人物の行動を外化させることで、矛盾のないス

トーリー展開の作成を支援する研究がある(2)。しか

しながら、テーマや読者の好みに指向した文章や小

説の作成支援についての研究はあまり見られない。 

一般に文章作成の際には、実際に文章を執筆する

前に、執筆する内容について構造化する(3)。小説に

おいては、この構造化において小説の骨組みとなる

記述であるプロットを作成することが多い。本研究

では、テーマ・読者像を持っている執筆者が、それ

らを反映した小説を作成できるようになるためのプ

ロットの構造を定義するとともに、プロットを作成

するための一プロセスを提案することを目的とする。 

なお、本稿ではテーマ・読者像を反映した一つの

単純な小説ができることに焦点をあてており、小説

の進行中で時系列の入れ替えが起こったり、同じ時

間に異なる場所で発生するイベントがあるような、

複雑な小説の実現は想定していない。 

2. プロット構造 

図 1 に提案するプロット構造を示す。小説は全体

を通じてテーマを伝える。したがって、プロットは

頂点のノードがテーマを表現し、最下層に具体的に

文章化される内容が表現される木構造で表現される。

本研究において、小説のテーマは小説中の読者が理

解可能な因果列として展開される必要があるため、

原因となるイベント、および、その結果となる状態

で表現される。したがって、テーマの形式は「＜イ
ベントを表す動詞＞なら＜状態を表す名詞＞」とい
うように記述され、例えば「＜楽器を演奏する＞な
ら＜楽しくなる＞」というようなものである。 

最下層は実際に文章化される内容であり、木の左

から右に順に小説が進行する。小説はイベントがも

たらす架空世界の状態変化であるため、架空世界の

状態を記述する“状態”と、架空世界で起こる“イ

ベント”の二種類で構成される。物語中の因果関係

はイベントを通した状態の変化で表現されるため、

イベントと状態変化を全て記述することが、因果が

伝わる小説を構成する十分条件である。したがって、

プロットの最下層は状態とイベントが交互に現れる

形となる。 

図 2 に最下層の状態とイベントを表すノードが保

持する情報（スロット）を示す。状態は状態に対応

する時間・場所、状態の主体となる要素（オブジェ

クト）とその属性・属性値で構成される。このとき、

状態を構成するオブジェクトは一つ以上であり、オ

ブジェクトの属性は一つ以上存在しても良い。 

小説を作成する際には、時間や場所、一定のイベ

ント、状態の一部が変化しないといった共通点で一

連のイベントや状態を抽象化しまとめて考えること

がある。このまとめたものをシーンと呼称しプロッ

ト構造の中で中間層と定義する。シーンはそれより

も下層のノードに対して制約を付加するものである。
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シーンでどの様な属性が書かれるかによって制約が

異なる。具体的な制約の種類は、シーンのスロット

と下位層のスロットが同一である、シーンのスロッ

トが下位層のスロットの内容を包含する、シーンの

最終状態のスロットの内容と等しい、の三種類であ

る。プロットの頂点の直下のシーンは、小説の最も

基本的な構造を示すと考えられ、本研究では起承転

結による四分割を採用する。 

 
図 1 提案するプロット構造 

 
図 2 状態・イベントの表現 

3. プロット作成プロセス 

本章ではテーマ・読者モデルを持っている執筆者

が 2 章で示したプロット構造を作成するためのプロ

セスを提案する。プロセスの概要を図 3 に示す。 

読者像について、小説の進行に応じて感じる感情

の起伏を表現した感情曲線のパターンとして捉える。

読者は登場人物に感情を移入することが多いため、

設定した感情曲線から登場人物の起承転結における

感情変化を設定する。設定した感情はその登場人物

を示すオブジェクトの属性“感情”の属性値となる。 

また、執筆者は自身が想定しているテーマを「＜
イベントを表す動詞＞なら＜状態を表す名詞＞」と
いう形式で表現する。テーマが表す状態は小説の結

論として設定されることで強調して伝達されるため、

テーマで表現される状態を登場人物の結の状態とす

る。一方、テーマの条件部は結論部、すなわち最終

状態の発端となるイベントであると考えられるため、

結以前の起承転のどこかで生起するイベントとなる。

ここで、感情曲線を反映する登場人物とテーマを反

映する登場人物は同じであってもよいし、異なって

いてもよい。 

以上よりテーマと読者を反映したプロットの要素

を実現できた。これらの要素につながるイベントと

状態変化を生み出す必要がある。イベント・状態の

発想は、既出の要素のスロットから連想を手段とし

て試行錯誤的に適用することで発想する。具体的に

は、因果の連続したイベントおよび状態を発想する

ために、状態のスロットを基にそのスロットが結果

もしくは原因となるイベントを連想する。イベント

を基に、そのイベントの原因もしくは結果となるス

ロットを持った状態を連想することができる。また、

新たに発想する状態のスロットに制約を与えること

は、その制約を満たしたイベントや状態を連想する

ことに繋がる。そこで既に発想された状態やイベン

トから制約を連想しシーンを作ることができる。ま

た、上位のシーンを細分化することは具体的なイベ

ントや状態を発想することに繋がるため、シーンの

制約を細分化して新たなシーンを連想したり、制約

に合わせてイベント・状態を連想したりできる。 

これらの作業を繰り返していくことによって、起

の一番始めの状態から結の最後の状態までがイベン

トによる状態遷移を通して一本の因果で繋がれば、

プロットは完成となる。 

 
図 3 プロット作成プロセスの概要 

4. おわりに 

本稿では、想定している読者へ向けてテーマを伝

えることができる小説を作成するためのプロット構

造、およびその作成プロセスを提案した。今後は本

プロセスに沿ってプロット作成ができるような支援

システムを考案していく。本研究グループではこれ

まで、読者の感情変化を感情曲線で表現し、感情曲

線の選択から登場人物の感情の設定を支援するシス

テムを構築してきた(4)。また、質問を投げかけるこ

とで連想的にイベントや設定を想起する手法も提案

している(5)。これらの手法をシステムに組み込むと

ともに、テーマの結論部を表現する状態に応じた登

場人物の感情設定を支援する手法を提案していきた

い。 
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